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イネ科植物図醗て生活体の特徴を基礎 & じた〉

Monographia Poa，回artlm JapoJJ.icarum' に又大井博

雑誌及び植物研究雑誌4こ日本のイネ科植物について詳
細な発表色ある. 併もとれIbは花に重点をおいた分類
であり類似した個体の幼時には識別が困難である。そ
とで筆者は生活体の特敏を主とした分類を確立したい
と念願し、神戸附近のィネ科植物について研究し. と
ζにその{ 成果を図識して発表する次第である。本科

‘ の生活体、特に/1、舌部の術語については Hitcbωck
氏の A key to the grasses of M onta.na . に群記され
ているが今主な色のを拾いあげると小舌L igl.lle 契型

鋭尖型 Acuminate 葉基 Auricles 色帯 C.oI1a.r 葉鞘
.5heath なE がある。

藤 本 義昭

Fig. ，2  

cilia.re  French.f orma Okuy・
Ohwi CFig.3) 

密に叢生する多年生執胸部は狭く、外属議
宅密布ナ. 基部は葉碁に続く。 2 m m，漸尖鈎状。先端
を軽〈巻くー λ1、舌は契型に Lて厚膜質'0 l m m，麗々裂
砂る事あ九棄鞘は開き抱合せる外側に韓毛を生令。なお本研究につて種々御指導いた? ざいている兵庫高

校室井紳先生lこ深〈感謝する。
，種の記載

阪は顕著にして:2本宛平行し、金薗に軟毛を密布ナー
特に節部近〈多し。. 葉身は巾 7 - 1 1 m m，長'e!

j  -clriare (Fig.l) 
多年生草本で密に叢生するz R節和主商縁で広〈、 . 、瞬間粗に細毛を生守. 表裏共に短逆剰あり、節は紫禍

中央背部で狭〈な払基都り一方は葉基に続く、 1.5' I色白
m m，一方は軽〈提出( b.3mm，) してそのまま葉鞘〈葉
輔の抱合せる内側〉咋続< 0  /J、昔、は袈型lこして膜質、
ltnm，葉鞘は開
き、脈は顕著にし
て2 本宛平行しー
その間に又 1本あ
るe 無宅z 葉身は
巾8 -1 0 m m，'先端
部急ピ尖る。長主主

Fig.3 

Fig.l 、 l抱号タグザ A. M a e ba.rふu m (Fig.4) 
非常に徴細なる鋸歯を具う o 脈は顕著にして 2本宛平| 密に叢生する多年生草本z 関節部は両畿で広〈、中
有ナa 表面粗訣にしてて. 脈上に短い逆刺を生や。裏| 央背部で狭くな¥ 1 _ 基部の1:trは葉基に続し 1.5mm，
E に色粗に、より短い逆刺あり。節は紫褐色階尖鈎状。 1 方はそのままく葉鞘葉鞘の抱合せる内側〉
ウス苧カ帯。グザ A. .  cilia.re Ffench va.r. pilosum Iに続く。応昔は膜質、
Honda (Fig.2) 契形。 l m m，葉鞘は開

密に叢生する多年生草本g 関節部は両端で広く背部| き、脈は顕著にして 2
に於て狭〈なる。基部は葉基に続<0 葉基はZ m m，、漸| 本宛平行ナ。抱合せる
尖鋤状; IJ、菅は膜質、契型、 1 m m，麗々裂げる事あ 1 M - 側縁に、上向せる剰
切。葉輸は聞き、眠は顕著にして 2本宛平行し、その| 状毛を有ナ。葉身tは漸
聞に 1本あれ掠に細毛を有する事あり a 葉身は巾| 失、先端部は銭形。巾 Fig.4 
6 -9 m m，長さ ls;....23c曲，漸尖. 無王岳、両縁に微細録 1 7 m m，で長さは18 -26cin ，中程k り先は下垂ナ。再穂
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は開き茎を抱く。築身、薬鞘共に脈は顕著にして白斑
条を有ナ。

Fig.7 
カズノヨグザ Beckmania Syzigachare Gernald 

(Fig.8) 
高さ 3Qcm 位の 2 年生草本で翠主主ナ。薬基な〈色帯
は不明瞭。 11"、舌はE実質で鋭型。幼時は手早に密費ずる色
成時に及び先端部そり返る。長さ 3 m m . 基部は薬輸に
続く。楽翰は開き縁辺部は薄膜質、淡緑色で檎紫禍色 t

帯ぷ。業身は15cm. 阪はお本$1') ，脈上に微細鋸歯を
有ナ。，

に非常に微細な鋸歯を有ナ。表裏と色に無毛。節ば奨
禍色。
.i f リカモジグサ A. .semicostatum Nees var. 
viridispica Honda (Fig. 5) 
多年生率本で密に援金2 関節部は両総で広〈背部に
て狭し。基古容は菜i鞠に続〈。菜基なし。小舌は1 m m .
膜質、裂状形d 薬i隙は醇jき銀毛。脈は顕著にして 2本
宛卒行ナ。抱合せる外側に有疾縁毛を生すエ。業身は巾
8 -11I I ? - r r . .織尖、先端尖り、長さ20-26cm. 両総に微
〆絢鋸歯を有す。脈は顕著にして 2本宛: z p .行ナ。無毛。
節は黒褐色。

九汁
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Fig.5 

ダンチク Arundo Donax L. (Fig.6) 
多年生で蒋は直重量し密に群生する o 色帯は明騰で背

官官で狭く基部で広〈なる。菜基なし。小舌は厚膜質で
中央苦手では 2-δ，両端で 1 - 2 m ' m .粉尖る。ノJ、舌背部
主り絢軟毛を密に生す手。特に基郊に多r . . ， o 薬品官は開き
粋を抱〈。脈は顕著、薬身は巾 2-3cm. 長さ 40-50 l' 
CID. 中程より先端下垂し薬函光沢あり。

コパンツウ Briza maxima L. (Fig.9) 
翠生又は非常に紐に業生ナる 2 年性主主本。色帯は明
瞭にして中央背昔f ，1こてわ寸志かに切れる。菜基は 1 つに
して禁輸の外側にあり、かナかに認められるが下向し

背面部に反る。小舌は 官官開τ回帝昨日?一
宇透明膜質にして鋭型 U¥，¥¥¥ 
状裂型。中央部特に裂 ¥  11: 
<， 2 - 3 m m . 基苦[対立 、側1¥'¥¥  ¥lJ / H似た
築鞠に続く薬翰はI l fj ¥1 "J 一き再縁部は宇透明膜 i  ¥ ¥IIII/.ワ「
i質。莱は粗渋にして巾 ¥¥¥¥Jt!M!1 
8..，...12mm. 長さ 7 - 1 6 悩幽J
cm. 両総に微細鋸歯を
具う。脈は禁輸と共に

Fig.8 
、
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Fig.6. 

セイヨウダンチク Arundo Donpx L. ve.rsico・
ler Kunth (Fig.7) 
多年生で得は直筆し密に叢生する。色帯は明瞭で狭
〈基部両縁で広くなる。業基を欠き、小舌は厚膜質で
議型。 1.mm./J、舌背部に絢軟毛を疎生ナ。荷量学基部に
於ては密生す。薬身は巾2-4cm. 長さ20-30cm. 楽粉 Fig.9 
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色。
顕著・特iこ棄に於て 8築は白色透明状で著し白共に無 I . .キヲスス牟

l  j  ， 

ヒメコパンアウ Briza. minor L  10) 
2 年生草本で疎ー

生又は串生ナる，
下関節部の背部は

著しく上下があ夢
基部はそのまま業
基に続き葉基を欠
く. 色帯は非常に
かナかか又は殆E
ない。ノJ、昔は膜質
で上靖 2- 3m m突
出、先端円形. 小マ
昔色業基と共に稗
を包む. 業身は両
面と志党択があり
滑ちか、葉脈突出.
巾は 8 m m，長さ
1 5 0 m m，先は漸次
尖っている。中程
より先端は下垂し
ている.

Fig.12 

密布し紫色を帯ぷ。色帯ほ明瞭、業基なt . . . . 小舌はJJ
膜質2 m1 p .，両縁部iこ長軟毛を多く生歩。葉鞘は脹顕著
にして華を抱く。脈上徴細な粗鋸歯を有ナ。棄の脹色
顕著、特代中央の脹は市広く背面白色。 E史上に粗鶴歯
あれ両棒、細鋸歯を具う。巾 2......3c1 n .長さ6 0 e mに
及ぶa

sinensis Anderson /  
¥. (Fig: 13) 

縁色の多年生草本で色帯明瞭、葉基を欠〈。小舌は
厚膜質で lmm.'基掃に繊毛を有ナo 葉基は開き全面

え、基部に軟細宅あり。

Fig.l0 

11号ガヤ D a.ctylisglomera.ta. L. (Fig31) 
多年生、葉iま芽を抱告、色帯は広く顕著、葉基な
し. IJ、普は習い膜質、非常に長〈鋭尖型、又は鋭惨で
中途よち哉型. 中央のみ著しく鋭尖型に突出ナ. 葉基
は開き脈は突関心決黄様、色町商は強〈庄遁された V

型、長さ却設25側、巾1 -1.5cm. 縁辺及び脈問に細鋸
歯を生や.
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